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　2021年度より毎年11月
に学生・教職員を対象とした
啓発イベント『ダイバーシティ
ウィーク』を開催してまいり
ましたが、2024年度は広く
一般の方にも本学のダイバー
シティ推進の取り組みを知っ
ていただけるように、2024
年11月3、4日に開催された
瑞穂祭にて、『DIVERSITY 
DAY～多様性の世界をのぞ
いてみよう～』と題し、パネル
展示を行いました。当日は多く
の来場者にお立ち寄り頂き
ました。

　ダイバーシティ推進委員会では多様な学生の学生生活やキャリア支援に
取り組んでおります。2024年9月27日には楽天グループ株式会社の社員様
を講師としてお迎えし、留学生等を対象とし、多様な働きかたを学ぶオン
ラインワークショップ『ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン（ＤＥＩ）
へのマインドセット  楽天グループ株式会社から学ぶ互いの個性を認め

合い、組織の強みとする働き方』 
を開きました。
　また、11月11日には国際寮
交流室にてムスリムの学生と
教職員が参加し、ハラルフード
試食会を開きました。人気が
あった4種類の商品の生協売店
での販売が決定し、4月から販売
スタートになります。
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ダイバーシティ推進に関する
SD＆教職員交流会02

　第４回目となるダイバーシティ推進に関するSDを2024年10月30日に
実施しました。今年度は、『千葉商科大学の「ダイバーシティ」に関連する職場
環境－物理的な環境と就労環境』をテーマに、人間社会学部猪熊ひろか
教授が講演を行いました。213名の教職員が参加し、参加者の95％が「ダイ
バーシティに関する理解が深まった」と回答しました。SDを受けて、11月27日
には、教職員一人ひとりが安心して働ける職場作りの一環として、第2回目
となる教職員交流会を開催しま
した。24名の教職員が参加し、
職場環境について自由に意見
交換を行い、皆が働きやすくなる
ための様々なアイディアが挙が
りました。今後も、教職員一人
ひとりがその能力を十分に発揮
できる職場環境づくりの推進
に取り組んでまいります。

多様な学生への支援活動04
　2023年度より、学内女
性用トイレの一部に生理用
品無料提供ディスペンサー
を導入し、生理に伴う経済
的負担の軽減や、経済格差
やジェンダーギャップと
いった不均衡の是正に取り
組んでまいりました。2024
年度は更に支援を促進する
ため、校内の女性トイレと
バリアフリートイレに生理
用ナプキンBOXと自動開
閉式サニタリーBOXを試
験設置しました。無償で生
理用ナプキンを受け取るこ
とができます。アンケートで
は「助かる」「安心できる」と
の声が多くありました。ま
た、自動開閉式サニタリー
BOXについても衛生面な
どから好評です。今後もダ
イバーシティ推進委員会で
は、誰もが平等で誰にでも
やさしい快適トイレづくり
に取り組んでまいります。
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